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energy X -ray absorptiometry: DXA)法によって得られる
骨密震 (bonemineral densILy: B1'.1D)が診断基準値とし














~73議の男性165名(年輪50.1 土 10.5歳. body mass in-
dex [BMI] 29.1 :t 3.6kg/m2) とした.年齢，身長，体重，
BMI，生体電気抵抗法による除脂肪量 (fa tゅfreemass 
FF、M)，鐙力を測定し. QUS指標-である音速 (speedof 
sound: SOS) と透過指襟 (transmissionindεx.: TI) につ
いては ALOKA社製 AOS-lOOを用いて灘定した.また，










その式は，全身 BMD(g/cm2) = 0.006 X FFM (kg) + 
0.002 X SOS (m/s) -1. 456 (R2 = 0.45)であった.ま
た捜部 sMDに対しては， SOS，年齢 FFM，および体重
を独立変数とした推定式 (R2= 0.23)，胸部 BMDに対し
ては， FFM， SOSを独立変数とした推定式(ポ::0.37) 
が作成された. なお 131匂an川刈lC吋d&Altma川剖印nの手法を用いて全身，
綬
たところ，それぞれはほ良好な範関内におさまっていたが，
系統誤差もみとめられた. [結論}身体計部鐙，体力溺定
値およびQじS:t話機を患いた推定式は BMDを予灘できる
可能性が示された. しかし，この推定式は， BMDが高値
になるにつれて実測値と測定趨の差が大きくなる傾向があ
り，改善の必要性が残される.
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